
（様式１）

１　施設名 (所管課）

２　施設所在地
高岡市八ヶ88－１

３　施設設置年度
平成６ 年度

４　設置目的

５　施設概要

６　指定管理者　　　　

７　指定期間
5 年

～

８　利用者数及び利用（使用）料金収入の状況

　(1)利用者数（人）　　※この他、参考となる指標があれば追加

H28 H29 H30 R1 R2
86,247 97,122 98,957 100,527 51,703

　(2)利用（使用）料金収入（千円）
H28 H29 H30 R1 R2

18,667 19,164 20,290 20,204 10,216

 【参考】利用料金収入見込み額（利用料金制導入施設の場合）

H28 H29 H30 R1 R2
16,586 16,586 18,322 18,492 18,661

令和２年度指定管理者による公の施設の管理状況評価表

富山県高岡総合プール スポーツ振興課

  県民の体育及びレクリエーションの振興を図る。

延床面積：5,724.05㎡　　鉄筋コンクリート造2階建
（主な設備等）
屋外プール（50ｍ×9コース、飛込みプール）
屋内温水プール（25ｍ×8コース・観覧席300席）
トレーニング室、会議室

公益財団法人富山県体育協会

平成30年4月1日 令和5年3月31日



９　評価項目

(1)利用者数･収入の増減に対する評価

(2)サービス向上に向けた取組み

(3)利用促進（収入増）に向けた取組み

・令和元年度に、障害者の方や介護者などの利便性を図るため、多目的更衣室を
設置した。
・平成30年度から、７・８月の開館日を全日開館（月２度の定期清掃日を除く）
としている。
・平成30年度から高岡総合プール、総合体育センター及び西部体育センターにお
いて、３施設のトレーニング室共通利用券を発行するとともに、トレーニング室
の利用時間の拡充（２時間⇒３時間）を行っている。
・平成30年度から回数券の有効期限の延長（半年⇒１年）を行っている。
・平成27年度に新設したプール親子割引券のさらなる利用促進のため、平成30年
度から回数券の発行を行っている。
・平成30年度にホームページのリニューアルを行い、情報の充実を図っている。
・各種大会、団体利用時において、要望に応じて開館時間の繰上げに柔軟に対応
した（繰上げ開館33件）。
・ホームページ上から利用者等からの質問、意見をメールで書き込みできるよう
にしているほか、施設利用者や自主事業参加者へのアンケート調査により、施設
に対する要望、利用者ニーズの把握に努めた。
・障害者の方が利用しやすいように、パーキングパーミット制度を導入してい
る。
・視覚障害者の方向けに音声案内装置や点字ブロックを設置しているほか、発達
障害者の方を対象とした水泳教室の開催など、障害者の方が利用しやすい環境を
整えている。
・職員研修を実施し、職員の資質向上を図り、サービスの向上に努めている。
・喫茶コーナーに水泳に関する雑誌コーナーを設置し、利用者サービスの向上を
図っている。
・施設利用者の便宜を図るため、引き続き、飲料等の自動販売機を設置した。
・東京2020オリンピック・パラリンピックを契機として、運動不足になりがちな
中高年世代を中心としたストレッチ・トレーニング・運動などの無料体験教室を
実施した。

・平成30年度から個人利用者向けにシニア料金（満65歳以上、通常料金より２割
引）を設定している。
・各種教室の受講募集チラシを作成し、周辺の約91,400世帯に新聞折込を実施す
るとともに、近隣企業にも配置を依頼した。
・スポーツフェスティバルを開催（９月16日）し、施設の無料開放を行うなど、
施設のＰＲと利用体験に努めた。
・四半期毎に広報誌を作成し、小中高等学校、官公庁、地域住民、近隣企業及び
高岡市体育施設へ配布した。
・ギャラリーに利用者の絵画・写真・書画等を展示し、館内の魅力創出を図っ
た。

・令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、県の要請に基づく臨
時休館（4/18～5/19）や大会等の中止のため、利用者数・料金収入ともに大きく
減少した。



(4)利用者のニーズ把握や苦情への対応

①アンケート結果
実施方法

回答者数
結果

結果を踏まえた
改善事項

②その他利用者の声を反映させる取組み

(5)個人情報保護の取組み

(6)関係団体との連携

(7)施設・設備の維持管理
　施設・設備は適切に管理されている。

・フリーウエイトのトレーニング指導を行うことで、満足度を高
　めるように努めた。

・トレーニング室内でマスクを着用せず大声で会話をしている利用者がいる。
　→利用マナーについて注意を行った。

・施設設備 ５段階評価　(5)41％、(4)44％  計85％
・職員の接客態度 ５段階評価　(5)62％、(4)29％　計91％
・今後の利用　利用したい 86％ 時々利用したい 14％ 計100％
・意見・要望等
　トレーニングマシンを増やしてほしい　等

実施期間：随時（イベント時（スポーツフェスティバル）に集中
　　　　　的に実施）
実施方法：利用者に配布、受付にアンケート用紙を設置

回答者数：167人

・エントランスホールに意見承り用紙を設置し、利用者の意見・要望の把握に努
めた（年間を通じて実施）。
・ホームページ上から、利用者等からの質問、意見をメールで受付できるように
し、利用者ニーズの把握に努めた。

③主な苦情と対応

　個人情報取扱留意事項を職員に周知徹底しており、適切な個人情報保護に努め
ている。

・総合型地域スポーツクラブとの連携によるイベント「スポーツフェスティバ
ル」を開催し、施設無料開放を実施した。（167人参加）
・地元の春季大祭やクリーンデー（年３回）等のボランティア活動に積極的に参
加し、地域住民との融和を図った。
・エコリサイクル活動として、使用済みの割りばしやペットボトルキャップを収
集し、各リサイクル機関へ提供した。



(8)危機管理・安全管理などの取組み

10　所管課の管理運営確認状況 有／無 回数(有の場合)
　①定期報告の受理　 有 12
　②維持管理・運営状況等の担当職員現地確認 有 1
　③個人情報に関するトラブルの有無　 無 －
　④危機管理・安全管理上のトラブルの有無 無 －

【トラブルの具体的内容と対応】

11　今後の課題等（収入確保、経費削減、サービス維持向上等の観点から今後の課題を記載）

  　　

無

・平成30年度から開館日の拡大や、新たな料金の設定、トレーニング室の利用時
間の拡充等、新たな取り組みを始めており、引き続き一層のサービス向上、利用
促進に努めてもらいたい。
・各種教室の募集チラシの周辺世帯への配布や、夏季を中心とした開館日、開館
時間の弾力的な運用などの取り組みにより、利用者数、料金収入ともに増加傾向
にあり、引き続き利用促進やサービス向上に積極的に取り組んでいく必要があ
る。
・温水プールの水温管理については、光熱費等の削減を考慮しながら、適温を保
ち快適な利用環境を提供していく必要がある。
・施設や設備、備品の老朽化が進んでいることから、引き続き県と連携を図りな
がら、利用者の安全を最優先に、優先順位をつけて計画的に修繕・更新を行って
いく必要がある。
・SNS等を取り入れたリアルタイムでの情報提供等、情報発信の充実を図る必要が
ある。
・利用者増加のため、企業向け健康増進教室の開催などの取組みの実施を検討し
てほしい。
・新型コロナウイルス感染対策を講じた上で、自主事業（水泳教室）の拡充を図
るなど、利用者の回復に努めてもらいたい。

・危機管理体制マニュアル、緊急時対応マニュアル、緊急連絡網を整備し、日常
点検から事故発生時・事後までの対応について職員に周知徹底している。
・日本赤十字社の資格を持つ講師を招き、水上安全法講習会を実施するととも
に、心肺蘇生法やＡＥＤの使い方を学び、利用者の安全に努めている。また、定
期的に職員による水上安全訓練を実施している。（令和２年度は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため中止）
・避難訓練を実施した（年２回）。
・プールの監視体制については、各監視台及び巡視者の監視区域を明確に定め、
事故未然防止のため、プール排水口の始業前定期点検を実施した。
・トレーニング室の機器について、始業前点検を定期的に実施した。
・新型コロナウイルス感染症対策として検温、換気、機器・用具の消毒等を徹底
しているほか、厚生センターから講師を招き、体育施設における感染症予防につ
いての研修会を実施し、具体的な感染予防対策についての職員の知識を深めた。


